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行政改革、その他市政運営に対する意見・提言等に対する市の考え方 

（ 平成31年3月26日会議資料 ） 

 

※意見・提言等については、提出された原文のまま記載しております。 

 

その他 公共施設最適化計画の進捗状況等について 

意見・提言等 市の考え方 

・公共施設最適化計画で、平成 37 年までに延

べ床面積ベ－スで 20％の削減するとのことで

すが、その進捗状況は如何ですか。 

・公共施設なかでも、学校の統合であいてくる

校舎が5校あります。それぞれの地域にとって

一番近しい公共施設であり、近年災害が多く発

生する中、災害時の避難所としても使用され、

寝泊りする可能性もあります。あいてくる校舎

が5校もその地域の拠点であったことから「市

版の地方創生」で有効利用をお願いしたいと思

いますが、短期間に 20％削減するということ

から、議論される前にスピ－ド感をもって取り

壊される場合もあります。他の施設についても

そうです。 

公共施設最適化計画として決定されてはいま

すが、地域のバランスを考え、それこそPDCA

サイクルにより削減率や実施期間の再検討をお

願いし、関係する地域や団体とも協議をしてい

ただきたいと思います。 

2020年３月に閉校する長丘小学校、科野小

学校、倭小学校、及び、豊井小学校、永田小学

校の利活用については、保育園、子育て支援セ

ンター、文化財保管施設、屋内ゲートボール場、

美術品保管施設、行政文書保管施設としての活

用の検討や、原則、市の施設として保有せず、

公民連携による民間活力の活用を検討します。 

 ついては、北部地区及び豊田地域の小学校統

合準備委員会はじめ、市民等からご意見をお聞

きしながら、総合的な利活用方針を決定するこ

ととしています。 

 

 

その他 市民会館について 

意見・提言等 市の考え方 

・30 年度 12 月議会で、多くの議員さんより

市民会館の質問がありましたが、文化の活動に

より地域を盛り上げていく事には賛成ですが、

他の市町村の施設 (なちゅら、メセナ、芸術館、

サントミュ－ゼ、レザンなど) でも建物を建っ

たがゆえに多くのコマ－シャルをし、イベント

をしながら収益を上げようとしていますが、そ

ういう経営が大変だとも聞いています。そう言

った施設の経営上のデ－タ－がありましたらご

提示いただきたいと思います。 

（仮称）新市民会館建設の検討にあたって

は、他施設の建設及び運営の状況が大いに参考

となるため、現況調査、公表資料等により情報

収集を進めているところです。 

Ｈ29 年２月に実施した「公共ホールが果た

す役割を考えるつどい」における資料とするた

め、近隣市へ調査した結果は別紙のとおりで

す。 

なお、運営事業費の詳細につきましては、現

時点では把握しておりません。 
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その他 獣害（イノシシ・鹿等）動物の駆除について 

意見・提言等 市の考え方 

現状 

・野山荒廃に伴い、野生動物が人里近くに出没、

農作物の被害が増加しています。そのため、

高齢化した猟師が増える中、冬期間駆除され

ています。それに伴い近年誤射等により死傷

例も聞かれます。 

 中野市として、被害軽減のため、執行状況と

今後の対策として何をするのか教えてくださ

い。 

提言 

１ ジビエ料理確立のため、野生動物の家畜化

を考えてはいかが？ 

２ 狩猟専門職員の採用で、ジビエ料理及び解

体ワークショップ等、企画立案して住民を巻

き込んでの野生動物の有効活用はいかがか？ 

※念頭に、駆除として思考するのではなく、共

存共栄が出来ないものか？新しい発想で鳥獣

対策を期待します。 

被害軽減の取組として、中野市農作物害鳥獣  

駆除推進協議会が中野市猟友会の協力を得て

実施している有害鳥獣駆除、侵入防止の取組で

は電気柵・防護柵等の対策を行っています。 

電気柵については、老朽化が著しいことか

ら、平成30年度から計画的に、地区電気柵協

議会に対し、資材の補助を行っています。 

 

 

 

野生動物を家畜化するためには、土地の取

得、建物の建設、そして何より住民の理解が必

要であり、また、ジビエとして有効活用するた

めには、衛生的で安全な食肉処理、販売に取り

組む必要があります。 

近年、近隣の自治体でも野生鳥獣肉の加工施

設がオープンしたことから、視察研修し、研究

して参ります。 

 

 

その他 除雪について 

意見・提言等 市の考え方 

・冬期間の除雪ということで寒い中、生活道路

の確保のために有難く思っています。そんな中、

本年度は、除雪の出動が遅かったり、広くかい

て頂けない時もありました。除雪の出動は積雪

量、時間等はどのようなきまりになっています

か。また除雪より凍結材散布の方が早かったり

した時もありましたが、そこの連携も取れてい

るのか。 

・除雪していただく方は、建設業に携わってい

る方などいると思いますが、他の市町村で、オ

ペレ－タ－不足が言われていますが、当市はい

かかですか。 

除雪の出動基準につきましては、本市除雪計

画において市街地を中心とする交通量の多い幹

線道路（重点区間）は降雪量が概ね 5cm～

10cm程度、その他の道路（一般区間）は10cm

～15cmを目途に出動し、原則通勤時間帯前に

除雪を完了することとなっております。 

 また、凍結防止剤散布を行う業者には、除雪

業者と連絡を取りあい散布するよう除雪会議に

おいて指導しております。また市においてパト

ロールを実施し監視をしておりますが、除雪前

に凍結防止剤が散布されているところを見かけ

られた際は、ご面倒とは思いますが市へご連絡

いただければ、市から業者に指導をして参りま

す。 

オペレータの不足状況につきましては、本市

では建設業に携わっている方が大半であり、オ
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ペレータが不足しているとは考えておりませ

ん。今後もオペレータが不足することのないよ

う努めて参ります。 

 

 

その他 消防団のポンプ車について 

意見・提言等 市の考え方 

・2017年の道路交通法の改正で、消防団のポ

ンプ車も、車両総重量や最大積載量で普通運転

免許証では乗れず、準中型免許証の対応の車も

出てくる中、すぐではないが、どんな対応をさ

れていかれますか。 

中野市消防団再編計画に基づき、軽資機材搬

送車の導入や、消防ポンプ自動車の更新に併せ

一部軽積載車への変更など対応を図っており

ます。 

 団員が準中型免許を取得する経費に対して

の助成について、また普通免許で運転できる消

防ポンプ自動車についても調査、研究を行って

います。 

 

 

その他 消防団団員確保について 

意見・提言等 市の考え方 

現状・課題 

・人口減少（若者）に伴い、消防団員確保が困

難になっています。地震等大きな災害が発生し

た場合、民生委員として高齢者を迅速に避難誘

導等できるのか。そんな時に頼れる組織の一つ

に消防団があると思います。 

 団員確保として企画立案していると思います

が、具体的な取組をお聞かせください。また、

長野県消防ポンプ操法大会等に参加しない自治

体が生まれています。 

 中野市としては、いかがか？ 

※民生委員の高齢化に伴い、災害時スムーズに

避難誘導等ができる体制の構築を期待します。 

 

従来から行われてきたポンプ操法大会の大

幅な見直しや、大型連休中に実施していた観閲

式を廃止するなど、団員の負担軽減を図るとと

もに、地域に根付いた活躍ができるよう、結婚

支援事業を取り入れるなど活性化を図ってお

ります。 

 また、出場手当の見直しなど処遇の改善を図

っております。 

 

ポンプ操法大会については平成29年から中

野市消防団総合技術大会とし、ポンプ操法及び

ラッパ吹奏の出場チームを減らして実施して

おります。 

上位大会への出場は従来どおりですが、市大

会への出場は、各分団からの選抜チームとし、

団員の負担軽減を図るとともに、実災害を想定

した応用ポンプ操法訓練を取り入れ、団員の技

術向上を図っております。 

また、今後発生が予想される大規模災害に備え

た訓練を取り入れ、災害発生時の役割分担を明

確にし、団員の連携強化を図っております。 

 


